20171224レムナント教会２部

福音中心（Ⅱサムエル10:6-14）
信徒にとってはなにがいちばん大切なのか、その基準とその価値が変わらなければなりません。皆さんにとっていちばん大切なものは何でしょうか。実際、心の中でなにがいちばん大切なのかを思うことによって、選択が異なります。どんなにメッセージを聞いたとしても、大切なものが変わらなければ選択が変わっていきません。私たちが選択するときに、いつも捨てるべきもの、取っていくものの基準を決めなければなりません。私たちにとって福音がいちばん大切であり、いちばん価値があり、福音中心にならなければなりません。そのときその福音が生きて、皆さんとともに働かれるわけです。講師の方がいらっしゃった時、先生が背が高いからいつもこんなに黒板が高いのかと言っています。そんなに背が高いわけではありません。礼拝堂が小さいので黒板が低いと、座っている皆さんに見えなくなってしまいます。よく見せるために、わたしの背よりも高くしました。下過ぎると見えなくなってしまうので上に書くわけです。背が高いから高くしたのではありません。講師の先生がそう言われても、皆さんがよく消化してそれを聞いてください。
ダビデは、アモンの人たちにお世話になったことがありました。それでお祝いのために兵士たちを送ります。そこにいる部下たちは、祝福するために全軍が来ることはありません。それで来た人たちのひげを全部切ってしまいました。その当時、ひげを切るということはすごく侮辱されることです。ダビデは、この知らせを聞きました。善意をもたらすと思ったのに、逆の反応が来たのです。それでそのひげが伸びるまでそこで待っていて、それから帰りなさいと言いました。ダビデはそのまま放っておくわけにはいきません。イスラエルの民たちのひげを切ったその行為をそのまま放っておきません。それがそんなに大変なことでしょうか。福音中心で考えるとき、それはとても重要なことです。その話を聞いて、アラムの国に全軍を要請しました。それでダビデの軍人たちと戦争を行なおうとして準備しているわけです。ダビデの兵士たちも準備して戦おうとしているわけです。皆は逃げてしまって、ダビデの軍人たちが勝利しました。まずは、アモンの人たちが逃げました。助けに来たアラムの人たちもそれを見て逃げてしまいました。

今日は読んでいないのですが、アモンの人たちはダビデの人たちと一緒に和解しようということを要請してきました。19節に記録されています。「ハダデエゼルに仕えていた王たちはみな、自分たちがイスラエルに打ち負かされたのを見て、イスラエルと和を講じ、彼らのしもべとなった」。これは全部福音中心で行われたことです。福音中心で働かれるために、必ず3つのことを覚えなければなりません。絶対、許してはいけないものがあります。イスラエルの民たちがひげを切られて傷つきました。それはどういう意味でしょうか。それは福音を攻撃したことです。ですから、他の部分へ善意を与えたとしても、福音が攻撃をされた部分は絶対に許すことはできません。サタンは福音を攻撃します。その福音が傷つくようにさせます。なにをもってそうしますか。続けて言っていますがヒューマニズムです。神様なしで人間が最高であることを語っています。ご利益の思想で福音を傷つけます。ご利益思想の核は何ですか。霊的なことはまったく分からなくて、肉体的なことだけを持って判断することです。肉体のことで幸せと不幸を図ることです。それらしく聞こえることです。教会を見ると、信徒たちのいちばん弱い部分でもあります。いまの教会はこのような姿に変わっていっています。このようにしながら教会のひげを切っているのです。また、福音を傷つけて宗教化しているわけです。宗教化させるのに、いちばん核心的な単語は何ですか。とてもそれらしい単語です。みな一緒ではないのか。みな平等ではないのか。みなそれで倒れます。このように福音を攻撃して傷をつけることを分別しなければなりません。福音を攻撃し教会を傷つけます。こういったことで教会の中を律法主義にさせます。福音は、合っている、合っていないことが分からないことではありません。それはどうでもいいですよというてっぺんを持って言うわけです。これが正しいか、正しくないのかわかりませんということではありません。福音はてっぺんです。合っている、合っていないはありますが、それはもう関係ありません。それを越えなければなりません。しかし、人間中心なものが入ってきて、律法主義を作ります。それはひげを切る傷です。そして、福音と関係ない神秘主義を作ります。また、いちばん弱い部分、博愛主義を作ります。福音と関係なく、まじめに良いものを施す、それは教会だと思っています。これはそれらしく見えるのですが、傷なのです。私たちはこういった部分は、許すことはできません。他の部分はすべて譲ったとしても、この部分が切られることだけは許してはいけません。福音の人たちが行ったのに、その人のひげを切るなんて。ですから、私たちはもう一度ただ福音ではなく、絶対福音であることを告白します。イエスだけではなく、Onlyイエスです。伝道ではなく、Only伝道です。そして、Only聖霊です。Only仕えることと愛です。他のことは教会にありません。イエス様は、戒めを一つしか残していません。キリストだという教会のからだだけを残しました。それが驚くべき奥義です。エペソ1：13にこういう言葉があります。キリストの中で天と地が一つになると書いてあります。天と地が一つになる。それを教会と言います。これは秘密です。皆さんが天と一つになることです。彼らも私たちと同じように一つになるようにしてくださいました。私が知っている私ではなくて、神様が造った私を発見してください。教会の中での法は、お互いに愛しなさい、それ以外にはありません。他の戒めはなにも言っていません。この絶対福音をいのちをかけて守らなければなりません。ここでひげを切ったり傷つけたり侮辱するものは許してはいけません。

それで、この福音を徹底的に守るだけではなくて、これからは世の中に対して攻撃しなければなりません。私たちが防衛だけするのではありません。ダビデの兵士が、アモンの人たちの国と戦争を行いました。世の中に向かって攻撃をも必要です。本当に福音中心だったら、世の中を放っておくことができません。1部のときも言いました。私たちは、世の中の真実を知っているからです。いくらあがいてもそこから逃れることのできない根本の問題があります。いくら発展しても、いくら努力してもできない根本の問題があることを私たちは知っています。いくら時間が経って、時代が変わったとしても変わらない問題があるということは、私たちだけは知っています。このために人が解決できない霊的な問題が現れます。結局、それが現れるぐらい精神の問題になります。それで実際に病という肉体の病気が現れます。肉の問題は、病だけを言っているのではありません。中毒に陥ったり、犯罪を走ったり、家庭が破壊されたり、そういった問題が実勢に現れています。それが世の中です、どうしてでしょうか。根本の問題にかかっているからです。神様を離れて暗やみに縛られているからです。こうやって生きて、結局は、永遠の問題に会います。この問題が終わりません。死んで人生の問題が終わるのではありません。絶対、自殺してはいけません。自殺で問題は終わりませんから。永遠の世界があります。世の中はこの永遠の問題から逃れられません。個人的な問題が永遠です。それでこれは私が死んでも家系の流れを通して続きます。私たちは、この世の中の真実を知っています。私たち自分もそうだし、周りの人たちもこのような目で見なければなりません。変に解けない問題が起きるではないでしょうか。皆さんが正しく味わっているとき、光を照らすとひとつひとつ現れます。特に、日本の方々はなにも表に出しませんが、家庭に自殺する人がいたり、変な病にかかっている人がいたり、完全な家庭が本当にありません。それを見ながら何を見るべきです。人たちはだれかのせいだ、あるいはどうしてなのかと言います。イエスを信じて教会に通うのにもかかわらず、そう考えてしまいます。そうじゃありません。根本問題のせいでそうなります。それをもってこのような結果として現れるのです。正確に言えば、当然なことです。現れるべきものが現れただけなのです。

この根本問題を見るように助け、答えをあげることができます。うちの家系はどうしてこうなのでしょうか。それをきれいに考える必要もありません。また、だれかのせいだと言うこともありません。暗やみの権威、神様を離れた根本の問題をいつも考えなければなりません。世の中がこうであるため福音中心ならばこうして攻撃するしかありません。このように縛られても世の中は限界にぶつかっています。永遠な錯覚の中で生きます。他の方法で解決しようとしています。そして、できません。ですから、さまよいます。あちこち走ってみたり、あれこれやってみたり、それでも絶対に答えはありません。ですから、これが繰り返されます。それが世の中の限界です。福音の人たちが、この世の中に向かってまことの希望を伝えなければなりません。本当に世の真実が分かるのだったら、唯一の希望はキリストだけです。救いの道を言わなければいけないから、ただ暗記していうことではありません。本当にキリスト以外には答えがないという答えがなければなりません。聖書を通して確認し、少し歴史も勉強して確認し、皆さんの家系、皆さん個人を正直に見て確認してください。皆さんの脳の細胞にまだまだ複雑なものが入っているなら、それは答えが出ていないことです。言うことが何もなく、すべての意見がなくなります。キリスト以外には希望がありません。だれかが悪い、良いという概念は、私たちの脳細胞にありません。親がこうで、兄弟がこうで、なにか事故があったから、そういった概念は私たちにはもうありません。その反対になったら希望がありますか。キリスト以外には希望がありません。これが福音中心です。ですから、このキリストを伝えるわけです。皆さんもこのキリストのおかげで驚くべき暗やみから逃れたのではないでしょうか。だから、ただ語るのではなく証人なのです。それが世の中を攻撃するということです。やみに私たちが光を照らすことです。確かな救いの答えを伝えることです。昔はそれが、戦う、戦争するとこととして表現しました。いまも聖戦といって錯覚する人がいます。中世カトリックでは十字架の戦争とかがありました。聖書ではそういうことはありえません。旧約のこういった内容を説明するためにあった戦争です。私たちにとって戦争は、この闇に福音を伝えて光を照らすことです。キリスト教がいくら迫害されても、苦しみを受けたとしても、物理的な戦争を行うことではありません。私たちは死んでいきながらも、イエスはキリストだといっていくことです。世の中で言っている変な理論に私たちは誘惑されてはいけません。これが私たちにとって世の中を攻撃することです。
そうすると、いのちを得ることが起きます。
そして、世の中を攻撃することで終わりではありません。福音化させるまで行くことです。福音化とは何でしょうか。アラムの人たちが、和解をお願いしました。アラムは、イスラエルの人たちと一緒になりました。イスラエル化されることです。そのことばを信じてください。福音で攻撃をして、福音化されるまですることです。私たちが福音中心だったら、この福音はこのようになるまで逆に働かれます。まず、福音の結果、ひとりひとりが個人化されることです。どのようにすることが福音化することでしょうか。カルバリの十字架ですべての答えを出すことです。キリストで私の人生の問題は全部終わったことを告白することです。キリストの中で、天のすべての祝福をいただいたことを告白することです。これが福音を受けた人の個人化です。そうしたときに、人生の主題が、地のものではなくて天のものになるわけです。ですから、人生の主題が神の国になるまで福音が働かなければなりません。神の国です。ですから、残りの人生は証人として生きることです。私の力ではなく、聖霊の力によって生きる者です。個人個人がいのちを得たならば、このようになるように働かれることです。これが福音化です。まだまだ過去の傷に捕らわれたり、まだだれかが合っていた、間違っていたと言ったり、まだ世の中のもので比べたり、まだ問題に縛られて苦しんだり、それが悪いとかの意味ではありません。福音を受けたので福音化になってください。このように個人化された人たちは、サミットの座に行きます。特に、レムナントたちをサミットの場に送り出すことです。この部分を私たちは霊的なサミットと言います。霊的なサミットはだれでもそうならなければいけません。霊的なサミットの場から技能のサミットの場に行きます。私たち自身がみなそうできます。ですから、柳先生がいつも言います。掃除の仕事をしても技能サミットの場に立てます。家庭で主婦の仕事をしても他の主婦と違うことができます。それは主婦のことをどうやってうまくやっていくかを研究する意味ではありません。私が霊的なサミットの場にいて、てっぺんの祝福を持っていると、すべてのことが違うわけです。夫が皿洗いするとどう思いますか。妻はその部分をどう思いますか。皿洗いをする人は良い夫、やってくれない夫は悪い夫と思っていますね。妻が霊的なサミットの場にいたら、それをやってくれる、くれないは関係ないことです。やってくれたら感謝でしょう。夫はどうしますか。霊的なサミットの場にいれば、やることもやらないこともあります。それをやってあげることではありません。楽しみでやることです。私がそれを少しやってあげると、妻が少し休める。これは道徳的な話ではありません。ここですべての力が出ないといけません。技能サミットを言っているのに、皿洗いの話をして申し訳ないです。たとえで話せばそうだということです。そのような小さなことでもサミットになれるということです。

特に、レムナントたちが実際にこの場に行けるように、私たちが後ろで助けなければいけません。その技能サミットの場で、作品を残す文化サミットの場で生かすことです。このようにして現場を福音化していくことです。信者個人が福音化されることによって、現場も福音化されます。サミットの場に立つことによって、そのことが進行されていくわけです。それで福音化が実現されます。どのようになりますか。Onlyの答えが来ます。唯一性の答えが来ます。そして、世の中が真似できない再創造の答えが来ます。それが福音化です。もちろんこの世の中にいる間、完全に完璧にできることではありません。永遠な新しい天、新しい地に向かって私たちは生きます。この間に、福音を動かして福音を味わっている者を通して働かれます。ですから、アラムの人たちがイスラエル化されていくことです。私たち個人が福音化になって、実際にサミットの答えを受けていくことです。単語が難しいと思うかもしれませんが、まったく難しいことではありません。皆さんが福音化されればみなついてきます。先にお話しする理由は、皆さんがその方向の絵をもって行くべきだからです。これが福音中心です。絶対に福音に傷を与えないことです。そのぐらいではありません。やみのところに光を照らすことです。皆さんがそのために派遣されたものです。私は本当にイエスを信じる人をサタンが見たとき、イエス様のように見えるのだと信じています。キリストのからだとはどういう意味ですか。イエス様は光を照らすことができます。しかし、イエス様は私たちの手足を通して、その光を照らすと言いました。イエス様がかしら、頭となって、私たちはそのからだ、そのからだを通して光を照らすということです。皆さんがそう言う存在であることを信じてください。そういった内容を黙想すると無駄な戦いが恥ずかしくなります。無駄な思い煩い、悩みが恥ずかしくなります。逆に、この世のサタンの策略を見るならば、神様に敵対させるためにさまざまなことをやります。宇宙人がいるのだけれど、それを秘密にして隠しているとテレビで言っていました。それをなぜ隠しているのでしょうか。証拠があると言います。それを表すと聖書が全部間違っているから、キリスト教が反対しているから明かすことができないと。昔は、進化論を作りました。進化論がもしそのまま合っているならば、聖書は全部間違っています。そういったことがはじめてではありません。人々は、それがすごく楽しいようです。目をこんなに大きくして、人が作ってもいくらでも作れます。マヤ文明の時代に飛行機が書いてあった。それが飛行機なのかどうなのかだれが証明できますか。あとでフリーメイソンがそこに行って書いたのかわかりません。どうやってわかりますか。映画「ダビンチ・コード」などを見ると、嘘なのに本当化のように全部書いてあります。それが一日、二日の話ではありません。人間が永遠に生きるために計画を立てたことがあります。脳の細胞だけ冷凍してあります。人工知能のように体をロボットのように作って、それをつなげれば永遠に生きるのだと。また、地球が滅びても火星に行って生きることができる体になるとか。その対策のために体を冷凍した人もいます。病を治療ができる技術ができたときに、それをまた解凍していやすのだと。皆さん、死とはいったい何でしょうか。たましいと肉体が離れることです。人間はどういう意味ですか。たましいと肉体が一つになったのが人間です。死んでたましいが離れました。それをもしも冷凍して、また解凍して動かしたとしましょう。それが人間ですか。それは犬や豚です。そういった発想です。これは神に向かって挑戦することです。キリストによる永遠のいのちではなくて、私たちは永遠のいのちを得ることができるという挑戦です。変な話に聞こえますね。この話は、これから10年、15年のうちに一般的な話として皆に流れます。初めに進化論が出たときは、一体これは何かと言われていました。全世界が、一瞬で皆信じました。人工知能を作る理由を知っていますか。永遠のいのちのためです。もちろんいろいろな分野で助けられることもあります。しかし、それを始めた人たちの目標は、永遠のいのちのためです。私がこの話をする理由は、レムナントたちがその話を聞くと感動するのです。それぐらいサタンはこれによって惑わしています。私はそれが聖書どおりだと思います。サタンは普通の奴ではありません。ですから、私たちは福音中心にならなければなりません。皆さんが福音に一番影響される時間は、礼拝の時間です。福音中心で皆さんが働かれる福音を体験するためには礼拝中心になることです。礼拝を通して、神様のみことばを必ず握ってください。これを逃すとこれができなくなります。またこのみことばの中で祈りを見つけてください。そうすると、伝道の門が開かれます。礼拝の中でこれを見つけ出して、これをやらなければなりません。これが福音中心として行く人です。勝利してください。
（祈り）
神様感謝します。サタンがこの世の中を惑わしているこの時代に、教会すらも福音をあきらめているこの時代、弱い私たちを呼んでくださり、福音運動をさせてくださり感謝します。まことの福音中心の人、教会となりますように。私たちは弱いです。その中心によって福音が働かれる体験ができますように。暗やみに縛られているこの世の中で福音の人となれますように。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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